
丁州 新潟医学会雑誌 第且02巻 第ほ等 昭寮等]転3年且が3

3)矧漠真菌症の臨床的検討

田沢 博砂坂上富士響き
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1983年かEJ漫粥7年の5年間をこ角膜素顔症と診断された

漫8例息8服の発症誘因,臨床症状予視力予襖などについて

検討した｡

(結果)発症演出とLでは,角膜外傷の既往が認めどっ

かたも釣5例,汎:㌻｢コイト測萱をされていたもの5例で
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(考察う難治性の角膜潰演では9必ず米産を疑い,農守濁
農目診断が厳密である

射 捌撞銅損こ糾する術後感染予防獅現況
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(節操豊大学眼科j

眼科領域における細菌感駿症の中でもチ細菌性眼内鷹

は発症が速ギつかでき凄絶鉦緊線不良となり易い重篤な疾患

であを3号を齢発症を祭防することが濠要となるや

備後眼内炎が)起衆蘭は臓洩5隼か£:)遷9埴年の報告では

SlaumまSが約細男表と厳も多く,グラム陽性球菌が多

数を占めていたがナそぼ予後グラム陰性韓菌によるものと
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昨年当科で術後感染予防のための抗生剤投与魔に関し

で抗数剤術前投与を行っており,術後はアミノダリこてシ

ド系の点眼とセフェム糸,ペニシリン系を3夏用主に〉7円

閣内服,恕プェム系,アミノダリニブシド系の3〔用言首級の

注射を行う施設が多かった.

備後眼内衆の発症には局所の常在菌が関与することが

多く,術郡摘もらの抗生剤投与にHよる無菌化と,術後の

効な抗生剤投を-が適当と考える.

5)遅延型過敏腹症龍おけるp哲n汲m剤と
1-ぐ再1州l刷甘､腐'くpH:.
-臨床試験と動物実験でダウ検鉦---

宇 野 勝 次(氷原郷病院薬剤糾う
書棚雄三房之輔く同 内 科)
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殿堂覚性を検認､圧,この臨床試験の成績を確認する日的
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動物実験は,動物にモルモットを使摺し,感作薬剤と

して紫打司じ側耕構造を覇するpem扱m軌のA招泥 と

の方法を用いたI感作モルそ､ノ伸二おける遅延型庶内反

支持するものであった寺即ちγA喜遷Pこブによるげf朋で
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最上声臨床試験および動物実験の成績から,且書Pem盈m

剤卜三...:/＼こし叫1tlH11洋服二十::)11rTIH■-r:--言.両君_リ､_､類机

の側鎖構造と同じ母核構造を着せる薬剤間をこだけ高率をこ

交覚反応が成立する.盟.これは,両者をこ完全な変覚抗

原性はなく亨雨着の抗原決定基をこ側鯛と母核構造が衆に

閲rLjl仁ニトロ守亘畑ト､万言.:i.いl~､11;1m 剤に､巨:I

川1王Iで言.低率二伸L･類似LTl佃｣錘構賞与li守丁二日､両l州1

割に交覚反応が成立するが芦その反対J寿向の変覚反応は

極めて成立しをこくい血塊かこれは,画素碍変覚隆が側鎖

構造の鰐似性だげに依存するものでなく夢両者の母横間

するためと考えられる.

削 ブドウ球菌による敗血症と髄膜教を合併
し守多発性骨髄腫をも疑われた急性腎不
全の且例
日崎 粧∴･鳩目 吊l'p
甲田 澄切青森 搭樹(信楽薗病院内専射
薄冊 ち弓L･関根 理

鼠 a関れ発蕃Sをこよる敗血症㌢髄膜衆および急性腎不金を

禽併し平適切な化学療法で敷額し得た骨髄腫巌のi例を

経験したので報告する血

症例:甜才男性セS億か且乱 発勲声両下肢痛で発症芳

次いで食思不振き乏尿,意識障害をきたして入院した.

Å院時,多騰審不全の状態で声換登では強い炎症所属を

呈して主上 血液_･＼髄液ニil.ヾ.lJIlJlIl.､;J津柚'.さ巨

また,義春をこ多発性骨髄腫の存在を厳わせる所見を伴っ

ていたせ直をこ貫PM/esによる化学療法と血液透析を施

行した.第l岬j-El.略鴫､いl＼mLi,～･JL,棟甘 f.･JT:.牛的

胃をMetii･T.華吏し上.第1新主汗に再冊三朝十十).'n111~

･整.行一､.てML'1日T､適【E~.使吊をL糾1.約1日‖㍉卜.lf=-:i

治療で除菌をこ成功するとともに多施策不全を改善し得た.

貰う感染性心内膜炎における且om野馳汲漫若一旦繭
(lt-,i_IhLlmSL1,応用
武 田 元を段間赤十字病院内科)

感染性心内膜炎の治療の原済服豊抗生剤の鹿率濃度を麗
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ると貰われている旬このような有効血中濃度を維持する

ためをこぼ,抗敷剤の頻回の厳注や静注または持続点滴静

注を必要とし‥敷者をこかなりの苦痛を与えてきたや

最近,lf'iL申半L滅期Jl胡:-帯~に良し-､LIT'＼ト､こ｢LIlli＼杏
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を試みたのでfそm威厳を報告する拝

日旦-望欝静注が無効で,CPM 芝田望回静注をこp変更し
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超未熟児の胃液培養の変遷
山崎 明･山Ej吾′･＼
坂野 忠司骨太石 質輿礫結 成病院∋

昭和闘隼より昭和6翌年までの3年間をこ当院に入院した

浩半休車州甑 i.日､■/1超棋机上1∴一缶,.経過申;･-I/､i.

換気療法を行い夢かつま週間以上教存しえた別名をこつき号

経過中をこ培磯にて乱auTe㍑Sの証明された児は且9名

t~ミ1上言-I.=j.(廿日!~_ll1L卜て:';;,亘 障什∴樟'-中空苦言

なかった中しかし,薬剤感受性をこついてはき昭和60年は
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朗だ肝Cに感受性がなく予かつこの望例は経適中をこS廿

昆uYeuSは証明されなかつたが,壊死性腺炎をこより突然

状態が悪化して死亡した症例をこひきつづき,望月,3月

にÅ院した例であった,昭和把隼度のⅢ例では旦例のみ

なお芦当院では,昭和62年後月に従来の未熟児室よ幣,

新生児医療センタ…に転棟しているが,その前後で,磨

養結果をこ特別の変首とは認められなか-｡た.
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署効を示した肺感染症の望例

横谷 尊慮欄 東 栄---曙票露宗純 )川崎 俊彦

急性胴戊.附L-.膿症1㍉卜■廿 l裾∴(､＼Ⅰ＼＼車軌

点滴静注で授与しゃいずれも老幼を示した.症例且は蕗望

歳射十二 上狛.溌勲.i,-陶i胤 L]鶴 I.ミ打卜冊∴糖抹札

高血圧予心臓肥太が認められる早胸部Ⅹ線上 右上や肺

野とくにがに授潤影が認められÅ院一CMNX望欝/

日,望8日間授与し,胸部X線後写鏡症所鬼など著しく政

吉し仁 症例ニト冊歳冊十二 日i言哩軟,膿汁鴫.発

熱 日本酒望-3脅/日.胸部Ⅹ線上 右肺酢をこ車篠
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